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テクスト 発 話 主 体 発話時の基準軸
「ようだ」「らし
い」のテンス交替
テンス的
意味の対立

証 言 の
引 用
過去の事件や出来事の特定の関係者
特定の関係者にとっ
ての証言時現在
不可 あり
 体験報告 過去の出来事を体験した書き手
書き手にとっての執
筆時現在

事件人物
記 事
書き手が特定の関係者となっている
場合
特定の関係者にとっ
ての出来事時
可 なし
 随 筆
書き手が過去の出来事の体験者と
なっている場合
体験者にとっての出
来事時
いた時を基準軸として、知覚で捉えた様子を「背筋が伸びる」と述べているため、の’の
「ようだ」に置き換えられると考える（４）。
以上をまとめると次のようになる。
新聞のテクストにおける「ようだった」「らしかった」のあり様
両形は、書き手が特定の関係者となった場合、特定の関係者にとっての出来事時を基準
軸とするため、絶対的な時間的位置付けを表さない。そのため、非過去形と過去形とは視
点の相違として対立しており、非過去形であれば特定の関係者の意識の直接的再現がされ
るが、過去形では、特定の関係者の意識の対象化が起こる。非過去形と過去形とは、非過
去の意味か過去の意味かのテンス的意味の対立をしない。したがって、テンス交替ができる。
６．まとめ
以上の考察から、新聞のテクストに現れる現代日本語の認識的モダリティ「ようだ」「らし
い」のテンス交替のあり様が、新聞のテクストの中でもそれぞれ具体的なテクストごとに異な
ることを明らかにした。それらを図に示したのが表２である。そのテンス交替のあり様は、小
野澤（２００８）で指摘した会話のテクストならびに小説のテクストと同じく、発話主体および発
話時の基準軸と大きく関係していることが指摘できる。
表２のとのテクストでは、非過去か過去かでテンス的意味の対立があるため、「ようだ」
「らしい」はテンス交替ができない。その場合、とのテクストでは、過去の出来事を自ら
体験した発話主体にとっての発話時「現在」が基準軸となり、その現在かそれともそれより未
来か過去かという絶対的な時間的位置付けが生じるという類似点が見られる。これは会話文の
テクストに通じる特徴である。しかし表２のとのテクストでは、非過去か過去かでテンス
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的意味の対立がないため、「ようだ」「らしい」はテンス交替ができる。その場合、とのテ
クストでは、発話主体が、虚構の物語の特定の作中人物のようになり、そして、過去の「出来
事時」が発話時の基準軸となる。そのため、現在か過去かという絶対的な時間的位置付けが生
じない。これは、小説の地の文のテクストに通じる特徴である。このように見てくると、表２
のとのテクストは、とのテクストと発話主体と発話時の基準軸に相違点があり、結果、
新聞のテクスト間の特徴には隔たりがあるといえる。
今後は、本稿における枠組みをさらに精緻なものにするとともに、「ようだ」と「らしい」
の意味用法や特徴について、過去形という観点から再考したい。また、過去形を持つ他のモダ
リティ形式の中でもテンス交替が不可となるものについて分析を行っていきたい。
〔注〕
（１）小野澤（２００８）の「ようだ」「らしい」の枠組みは、推測を述べる「ようだ」の扱いといった検討すべき
点があるが、それは今後の課題とし、ここでは小野澤（２００８）で用いた枠組みと同じもので、新聞のテク
ストにおける「ようだった」「らしかった」のあり様を探ることとした。
（２）工藤（１９９５）の「体験的ノンフィクション」「非体験的ノンフィクション」の枠組みを参考にした。
（３）「ようだった」からの類推としての「らしかった」というこの考察は、東京学芸大学北澤尚教授からのご
助言を踏まえている。現段階では用例数が十分とは言えず、今後、裏付けに足る用例数をもとに分析を続
けたい。
（４）「背筋が伸びるようだったと真弓さんは振り返る」というように、特定の関係者である「真弓さん」の証
言時の現在を基準軸として、それよりも過去の出来事時である、「パソコンの画面に集中」して「身支度
も整えなきゃ」と考えていた過去の時点に知覚で捉えた様子を表していると捉えると、「ようだ」に置き
換えられない。今回の用例調査で、新聞のテクストである証言の引用部分以外に現れる「ようだった」
の用例数が非常に少なかった理由とあわせて、今後、そのあり様を明らかにしたい。
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